
 

 

 

地域活力創生部 SDGs推進課 

令和 7年 3月定例会 経済建設委員会 

 

「第 3次生駒市環境基本計画」の改定について 

 

１ パブリックコメントについて 

実施年月日：令和 6年 12月 19日から令和 7年 1月 20日 

意見：提出者数 1人（入力フォーム） 

   提出件数 延べ 5件  

 

２ パブリックコメント案以後の変更内容 ［資料１、資料２参照］ 

 

 

［資料１］ 「第 3 次生駒市環境基本計画（改定案）」に対する意見と生駒市環

境審議会の考え方 

［資料２］ 第 3次生駒市環境基本計画 

［資料３］ 第 3次生駒市環境基本計画 概要版 

 

 



「第３次生駒市環境基本計画（改定案）」に対する意見と生駒市環境審議会の考え方

No. 意見者 意見箇所 意見の概要 意見に対する生駒市環境審議会の考え方 修正箇所 修正内容

1
経済建設
委員会

計画全般の、市の取
組紹介およびコラム
部分

市の取組紹介と一般的なコラムとが混在し
ているので、区別をつけるべきではない
か。

ご意見のとおり、市の取組紹介と一般的なコラムの区
別が分かるように修正します。

計画全般の、市の取組紹介
およびコラム部分

市の取組紹介又はコラムであることを明記し、それぞれの背景色を青色
又はオレンジ色に変更。

2
経済建設
委員会

P3
第1章-2「計画の沿
革」

環境モデル都市、SDGs未来都市、ゼロカー
ボンシティ宣言、脱炭素先行地域それぞれ
について、市民が理解しやすいよう、もう
少し説明を加えるべきではないか。

第2章-3「アンケート結果から見る現状・課題」にお
いても示すように、ゼロカーボンシティ宣言や脱炭素
先行地域については、市民の認知度が低いことが分か
りました。
このことを踏まえ、ご意見のとおり、市民周知のため
それぞれについて説明を加えます。

P4～6
環境モデル都市、SDGs未来都市、ゼロカーボンシティ宣言、脱炭素先行
地域について、市の取組紹介の形で説明を追加。

3
経済建設
委員会

P8
第2章-1「世界や日本
の状況」
（1）地球が直面する
「3つの危機」

図2-1について、図中の文字が小さくて見
づらい。

ご意見のとおり、文字を大きく加工します。
P8
第2章-1（1）①
図2-1

図2-1の図中の文字を大きく加工。

4
経済建設
委員会

P11
第2章-1「世界や日本
の状況」
（3）国の第六次環境
基本計画の策定

「ウェルビーイング」という言葉の意味を
もう少し分かりやすく説明するべきではな
いか。

ご意見を受け、修正します。
P11
第2章-1（3）

ウェルビーイング（well-being）の注釈を修正
（修正前）
心身だけでなく、社会的な面も含め満たされた状態
（修正後）
個人の権利や自己実現が保証され、身体的、精神的、社会的に良好な状
態にあること

資料１
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「第３次生駒市環境基本計画（改定案）」に対する意見と生駒市環境審議会の考え方

No. 意見者 意見箇所 意見の概要 意見に対する生駒市環境審議会の考え方 修正箇所 修正内容

資料１

全体
ICT（情報通信技術）はデジタル技術の１つであるため、より広い技術活
用の可能性を検討していくため、「ICT」の記載を「デジタル技術」に修
正します。

P58
第4章-目標3の2
市の取組

デジタル技術の活用は、特定の分野に限定されるものではなく、全ての
取組項目において活用を検討することが重要であるため、「まちの脱炭
素化」に限定してICTを活用することを記載した取組項目を削除します。

（削除）
ICTの活用によるまちの脱炭素化：環境モデル都市推進に関する連携協定
を活用しながら、ICTを活用したまちの脱炭素化を図ります。

P63
第4章-目標4の1

目標4 コミュニティに関する施策の推進にあたって、デジタル技術の活
用を明記します。
※1文目の修正については、No15を参照
（修正前）
　環境に関する出前講座や学習教材をとおしての環境教育を進めること
で、持続可能な社会の実現に向けて考え、行動する人を増やします。
　専門知識を持つ市民とも連携した環境教育・環境学習を推進すること
で、市民自身が自分の持つ特技を活かし、人材を育む環境をつくりま
す。
（修正後）
　生駒市が推進する環境まちづくりへの理解を深め、環境に関する出前
講座や学習教材をとおしての環境教育を進めることで、持続可能な社会
の実現に向けて考え、行動する人を増やします。
　専門知識を持つ市民との連携や、デジタル技術を活用した環境教育・
環境学習を推進することで、市民自身が自分の持つ特技を活かし、人材
を育む環境をつくります。

P64
第4章-目標4の2

情報発信におけるデジタル技術の活用を明記します。
（修正前）
既に環境活動に取り組んでいる市民に加え、より幅広い層が関心を持つ
ような情報発信を行い、多世代が楽しみながら気軽に環境の取組に参加
できる機会を創出します。
（修正後）
既に環境活動に取り組んでいる市民に加え、より幅広い層が関心を持つ
よう、デジタル技術も活用した情報発信等を行い、多世代が楽しみなが
ら気軽に環境の取組に参加できる機会を創出します。

6
経済建設
委員会

P14
第2章-2「統計から見
る市の現状・課題」
（2）産業

図2-9について、年度が等間隔でないこと
が分かりにくいので、工夫するべきではな
いか。

出典元の経済センサスは定期的に実施されていないた
め、掲載しているデータの年度の間隔が不規則になっ
ています。
ご意見のとおり、等間隔でないことが分かるようにグ
ラフを修正します。

P14
第2章-2（2）
図2-9

データ間の間隔が一定でない場合は、年度間の値の間隔を広くし、等間
隔でないことを示します。

7 パブコメ

P14
第2章-2「統計から見
る市の現状・課題」
（2)産業

図2-10について、棒グラフの項目名が斜め
表記になっているのが見づらい。

ご意見を受け、縦書き表記に修正します。
P14
第2章-2（2）
図2-10

図2-10について、項目名を縦書きに変更。

ご意見を受け、デジタル技術及びICTについて記載さ
れた箇所の記載を見直します。
なお、デジタル技術の重要性については、特にデジタ
ル技術又はICTの活用について記載した取組項目等に
限定されるものではなく、また、本計画中には特定の
デジタル技術の概要や効果等を記載することを想定し
ておらず9頁の記載以外にデジタル技術に関するまと
まった記載がないことから、注釈は記載しないことと
します。

デジタル技術の活用の重要性を理解しても
らうためには、デジタル技術の活用につい
て記載された取組の箇所を注釈で記載する
など、わかりやすくすべきではないか。

P12
第2章-1「世界や日本
の状況」
（4）新型コロナウイ
ルス感染症への対応
とデジタル化の加速

経済建設
委員会

5

2 / 6 ページ



「第３次生駒市環境基本計画（改定案）」に対する意見と生駒市環境審議会の考え方

No. 意見者 意見箇所 意見の概要 意見に対する生駒市環境審議会の考え方 修正箇所 修正内容

資料１

8
経済建設
委員会

P15
第2章-2「統計から見
る市の現状・課題」
（3）自然環境
ア　公園面積

山林の面積の推移の掲載を検討してほし
い。

ご意見を受け、平成30年～令和5年の市町村別森林面
積の推移を確認したところ、ほぼ増減なく推移してい
ますので、令和5年時点の森林面積を追記します。
また、見出しを「ア 公園面積」としていましたが、
森林面積の記述を追記することに伴い、本文がより自
然環境全般についての記述となるため、項目名を変更
します。

P15
第2章-2（3）ア

令和5年時点の森林面積を追記。
（修正前）
ア　公園面積
　本市の市街化区域は……、里山の自然が残っています。
（修正後）
イ　自然環境の概況
　本市の市街化区域は……、里山の自然が残っており、市内の森林面積
は令和5(2023)年4月1日時点で1,882haです。

9
環境審議

会

P18
第2章-2「統計から見
る市の現状・課題」
（4）生活環境
ウ　食品ロス削減の
取組

－

食品ロス削減のためにフードドライブの拡大は大切で
すが、まずは各家庭で不必要な物を購入しない、使い
切る、食べ切るなど、そもそも食品を余らせないこと
が大切であることを追記します。

P18
第2章-2（4）ウ

ウ　食品ロス削減の取組の１文目を修正。
（修正前）
　賞味期限切れなどの理由で「まだ食べることができるが捨てられてし
まう食品（食品ロス）」の削減を目指し、家庭等で使い切れない食品を
持ち寄り、それを必要としている福祉施設や団体に寄付する「フードド
ライブ」を実施しています。
（修正後）
　「まだ食べることができるが捨てられてしまう食品（食品ロス）」を
削減するためには、各家庭で「食べきれる量を購入する」等の食品を余
らせない意識を醸成することが大切ですが、賞味期限切れなどの理由で
使い切れなくなる食品を無駄にしないために、家庭で余ってしまった食
品を持ち寄り、それを必要としている福祉施設や団体に寄付する「フー
ドドライブ」を実施しています。

10 事務局

P20
第2章-2「統計から見
る市の現状・課題」
（5）地球環境
イ　温室効果ガス排
出量

－
一人当たりCO2排出量について、誤りを修正するとと

もに、小数点第2位までの記載に統一します。

P20
第2章-2（5）イ
図2-19

P41
第3章-3
代表指標　1人あたりCO2排

出量

次のとおり、修正します。排出量に誤りがあった年度は、2015年度、
2018年度、2021年度及び2022年度です。
2013：2.6 → 2.65　　2014：2.5 → 2.46　　2015：2.4 → 2.38
2016：2.5 → 2.50　　2017：2.4 → 2.43　　2018：2.4 → 1.98
2019：2.3 → 2.34　　2020：2.3 → 2.29　　2021：2.3 → 2.33
2022：2.3 → 2.30
あわせて、P41の1人あたりCO2排出量の現状値を2.27t-CO2から2.30t-CO2
に修正します。

11
経済建設
委員会

P23
第2章-2「統計から見
る市の現状・課題」
（5）地球環境
エ　公共交通の利用

図2-22について、光陽台線の数値が見づら
いので工夫いただきたい。

ご意見のとおり、文字の色を修正します。
P23
第2章-2（5）エ
図2-22

光陽台線の数値を、白抜き文字に変更。

12
経済建設
委員会

P25～32
第2章-3「アンケート
結果から見る現状・
課題」

各グラフや表について、小数点第1位のも
のと整数のものが混在しているので、統一
いただきたい。

ご意見のとおり、％表記の数値を整数に統一します。 P25～32 ％表記の数値について、すべて整数に統一。

13
経済建設
委員会

P25～32
第2章-3「アンケート
結果から見る現状・
課題」

各設問について、回答数を示していただき
たい。

ご意見のとおり、回答数を追加します。 P25～32 「N＝○○」の形で回答母数を追加。

14 パブコメ

P26
第2章-3「アンケート
結果から見る現状・
課題」
（2）市民アンケート

「ゼロカーボンシティ宣言」、「脱炭素先
行地域」の認知度について、認知度が低
かったことを強調すべきではないか。

ご意見のとおり、「知らなかった」の割合の表記に加
え、認知度が低いことを示すよう修正します。

P26
第2章-3（2）イ

イ　「ゼロカーボンシティ宣言」、「脱炭素先行地域」の認知度の1文目
を修正。
（修正前）
　回答者の約6割が「ゼロカーボンシティ宣言」を行っていること、約8
割が「脱炭素先行地域」であることを知りませんでした。
（修正後）
　回答者の約6割が「ゼロカーボンシティ宣言」を行っていること、約8
割が「脱炭素先行地域」であることを知らず、認知度が低いことが明ら
かになりました。
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「第３次生駒市環境基本計画（改定案）」に対する意見と生駒市環境審議会の考え方

No. 意見者 意見箇所 意見の概要 意見に対する生駒市環境審議会の考え方 修正箇所 修正内容

資料１

15
経済建設
委員会

P26
第2章-3「アンケート
結果から見る現状・
課題」
（2）市民アンケート

生駒市が環境モデル都市に選定されている
こと、ゼロカーボンシティ宣言を行ったこ
と、脱炭素先行地域に選定されたこと等へ
の認知度が低い。生駒市がどういうまちか
ということをきちんと理解した上で施策を
推進するべきであり、認知度向上のための
取組を検討してほしい。

ご意見を受け、目標4コミュニティに関する施策の推
進にあたって、生駒市が推進する環境まちづくりへの
理解の促進を図る旨の記載を追加します。

P63
第4章-目標4の1

目標4 コミュニティに関する施策の推進にあたって、生駒市が推進する
環境まちづくりへの理解の促進を図る旨の記載を追加します。
※2文目の修正については、No5を参照
（修正前）
　環境に関する出前講座や学習教材をとおしての環境教育を進めること
で、持続可能な社会の実現に向けて考え、行動する人を増やします。
　専門知識を持つ市民とも連携した環境教育・環境学習を推進すること
で、市民自身が自分の持つ特技を活かし、人材を育む環境をつくりま
す。
（修正後）
　生駒市が推進する環境まちづくりへの理解を深め、環境に関する出前
講座や学習教材をとおしての環境教育を進めることで、持続可能な社会
の実現に向けて考え、行動する人を増やします。
　専門知識を持つ市民との連携や、デジタル技術を活用した環境教育・
環境学習を推進することで、市民自身が自分の持つ特技を活かし、人材
を育む環境をつくります。

16
経済建設
委員会

P28～29
第2章-3「アンケート
結果から見る現状・
課題」-オ

市内環境に関する満足度と重要度に係る
ポートフォリオ分析に関して、「満足度が
低く、重要度が高い」ものだけを取り上げ
ているが、環境施策を推進する自治体とし
ては、市民にとって重要度が低い項目に対
する環境啓発のような取組にもふれるべき
ではないか。

ご意見のとおり、ポートフォリオ分析結果を踏まえ、
各カテゴリーのそれぞれについて記述するよう修正し
ます。

P28～29
第2章-3（2）オ

「満足度が低く、重要度が高い」項目だけを特に取り上げるのではな
く、「満足度が高く、重要度が高い」項目は満足度を維持し、「満足度
が低く、重要度が低い」項目は重要性を周知するための取組が求められ
る旨を追記。

17 パブコメ

P31
第2章-3「アンケート
結果から見る現状・
課題」
（3）事業者アンケー
ト

イ　環境対策を進める上での課題につい
て、図2-30の下部に掲載している文章は、
他の項目との整合性が取れていないのでは
ないか。

同じ記載が27頁本文中にあり、編集時の削除漏れでし
たので、図2-30の下部の文章は削除します。

P31
第2章-3（3）イ

図2-30の下部の文章を削除。

18
経済建設
委員会

P33～36
第3章-3「代表指標と
モニター指標

モニター指標の実績値が2022年度か2023年
度か正確に分かりやすく表記してほしい。

ご意見のとおり、モニター指標の実績値は、2023年度
以外の年度の値が混在しているため、表中の各値ごと
に年度表記します。

P33～36 モニター指標の表について、表中の各値ごとに年度を表記。

19
経済建設
委員会

P33～36
第2章-4「第3次生駒
市環境基本計画の上
半期の取組状況」

４つの目標ごとに、副題も記載したほうが
わかりやすいのではないか。

ご意見のとおり、４つの目標ごとに、副題を追記しま
す。

P33～36 4つの目標ごとに、副題を追記。

20
経済建設
委員会

P33～36
第2章-4「第3次生駒
市環境基本計画の上
半期の取組状況」

各モニター指標について、傾向が分かるよ
うに、過去の数値も記載すべきではない
か。

ご意見のとおり、過去の数値を追加します。 P33～36 各モニター指標について、過去の数値を追記。

21
経済建設
委員会

P36
第2章-4「第3次生駒
市環境基本計画の上
半期の取組状況」

「民間主導による事業の仕組みづくり」と
あるが、いこまSDGsアクションネットワー
クがそのためのしくみであり、仕組みづく
りは既にできているのではないか。新たな
しくみをつくることを想定しているのか。

新たなしくみづくりを想定しているのではなく、いこ
まSDGsアクションネットワークを、民間主導による継
続的な取組の場として定着させることを想定したもの
ですので、「仕組みづくり」という文言を修正しま
す。

P36
第2章-4（1）目標4 ③

既存のいこまSDGsアクションネットワークの活用を想定しているため、
「仕組みづくり」という記載を削除した文言に修正。
（修正前）
・環境教育・環境学習をより効果的に実施するためにも、民間主導によ
る事業が継続的な取組として定着するための仕組みづくりに取り組みま
す。
（修正後）
・環境教育・環境学習をより効果的に実施するためにも、民間主導によ
る継続的な取組の定着を図ります。
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資料１

22
経済建設
委員会

P38
第3章-2「望ましい環
境像を実現するため
の4つの目標」

図3-1について、見づらいので背景色の青
枠は消してはどうか。

ご意見のとおり、修正します。
P38
第3章-2
図3-1

図3-1について、背景色を白に修正。

23 パブコメ
P40
第3章-3「代表指標と
モニター指標」

代表指標の「ごみ総排出量」について、家
庭系ごみと事業系ごみでそれぞれ目標値を
掲載したほうが、課題を見つけやすいので
はないか。

環境基本計画は、本市の関連計画等と連携・整合を図
りながら策定する必要があるため、関連計画に基づく
施策・指標のうち、主要又は特徴的なものを計画中に
記載しているところであり、「生駒市一般廃棄物（ご
み）処理計画」に基づくごみ処理に関する指標につい
ては、「ごみ総排出量」を記載することとしていま
す。

原案のとおりとします ―

24
経済建設
委員会

P43～66
第4章-2「具体的な取
組」

進捗管理をするためにも、取組内容を文章
で記述するだけでなく、数値目標を入れて
はどうか。

個別の取組項目については、状況に応じて取組内容を
柔軟に見直すことも必要であることから、個別の目標
設定を計画中に記載するのではなく、年度毎に次年度
の目標を明らかにしながら進捗管理を行っていくこと
とします。

原案のとおりとします ―

25
経済建設
委員会

P43
第4章-目標1-1

「災害に強い森林の育成」について、記述
を追加してはどうか。

リーディングプロジェクト「(1)自然環境」の「想定
される効果」において「適切な森林・竹林の整備によ
り土砂災害等の自然災害を防止する。」と記述してい
るとおり、日々の適切な森林整備が、結果的に災害に
強い森林の育成につながると考えています。

原案のとおりとします ―

26
経済建設
委員会

P48
第4章-目標1の3

まちなかの緑化の推進について、花のまち
づくりセンターふろーらむの取組について
も記述してはどうか。

ご意見を受け、花のまちづくりセンターふろーらむに
ついての記述を追加した文章に修正します。
また、まちなかの緑化推進について、市民や事業者の
方々には、市への協力という形ではなく、より主体的
に取り組んでいただきたいため、「市民の取組」「事
業者の取組」の記述を修正します。

P48
第4章-目標1の3
市の取組

市の取組のうち、「まちなかの緑化の推進」に関する取組内容を修正。
（修正前）
・団体や市民と協働し、花と緑のまちづくりを推進することで地域の魅
力を高めます。
（修正後）
・市民や市民団体と連携し花のまちづくりセンターの魅力を充実させ活
性化を図るとともに、団体等の緑化活動を支援し花と緑のまちづくりを
推進することで地域の魅力を高めます。

市民の取組内容を修正。
（修正前）
・緑化や景観保全に関する活動に積極的に協力します。
（修正後）
・緑化や景観保全に関する活動に積極的に取り組みます。

事業者の取組内容を修正。
（修正前）
・緑化や景観保全に関する活動に積極的に協力します。
（修正後）
・緑化や景観保全に関する活動に積極的に取り組みます。

27
経済建設
委員会

P48
第4章-目標1の3

まちなかの緑化の推進について、街路樹の
維持管理について記載することを検討して
はどうか。

ご意見を受け、街路樹の適正管理等についての取組を
追加します。

P48
第4章-目標1の3
市の取組

まちなかの緑化の推進の取組内容として、街路樹の適正管理等について
の取組を追加。
（追加）
・安全・安心で快適なまちを創出するため、公園・緑地の樹木や街路樹
の計画的かつ適正な維持管理に努めます。

28
環境審議

会
P58
第4章-目標3の2

－

公共施設の省エネルギーの推進の取組内容で「コー
ジェネレーション導入」を検討することとしている
が、計画期間内で導入予定がないことから、記載を削
除します。

P58
第4章-目標3の2
市の取組

市の取組のうち「公共施設の省エネルギーの推進」の取組内容を修正。
（修正前）
公共施設を改修する際には、・・・努めるとともに、コージェネレー
ション導入を検討します。
（修正後）
公共施設を改修する際には、・・・努めます。
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資料１

29
経済建設
委員会

P58
第4章-目標3の2

環境にやさしい交通への転換について、自
治体がEVカーシェアリング事業を実施する
必要があるのか。限定的な記載にするので
はなく、別の形で普及啓発を図ることも含
めた記載にしてはどうか。

EVカーシェアリング事業については、EV車の積極的な
普及促進に向けた事業の一例として記載し、啓発事業
も含め、車両のEV化に向けた施策に広く取り組むこと
とする記載に修正します。

P58
第4章-目標3の2
市の取組

市の取組のうち「環境にやさしい交通への転換」の取組内容を修正。
（修正前）
公用車に EV 車を導入し、使用時間外は市民や事業者、観光客等に貸し
出す EV カーシェアリング事業を展開します。
（修正後）
EVカーシェアリング事業など、EV車の利用促進に向けた事業検討を行う
とともに、EV車等の導入に関する情報提供等により、車両のEV化を図り
ます。

30
経済建設
委員会

P58～59
第4章-目標3の2

市の取組内容として「デコ活」の記述があ
る頁と「デコ活」のコラムの頁とが離れて
いるので、注釈を入れる等のわかりやすく
する工夫をしてほしい。

ご意見を受け、「デコ活」の記述がある市の取組の記
載の下部に、次頁を参照するよう注釈を追加します。
加えて、「デコ活」のコラムを、各主体の取組よりも
前に掲載するよう修正します。

P58～59
「デコ活」の記述がある市の取組の記載の下部に、次頁を参照するよう
注釈を追加。
「デコ活」のコラムを、各主体の取組よりも前に掲載するよう修正。

31 パブコメ
P64
第4章-目標4の2

「市民が楽しみながら環境との関わり合い
を持つことができる入り口づくりを進め
る」という旨の記述があるが、「場づく
り」としたほうが、積極的に市民の参加・
参画を促すことができるのではないか。

ご意見のとおり、修正します。
P64
第4章-目標4の2
市の取組

市の取組のうち「市民と環境との関わり合いの促進」の取組内容を修
正。
（修正前）
・「健康」「子育て」「安心・安全」など、環境分野以外の取組とも連
携・協力しながら、市民が楽しみながら環境との関わり合いを持つこと
ができる入り口づくりを進めます。
（修正後）
・「健康」「子育て」「安心・安全」など、環境分野以外の取組とも連
携・協力しながら、市民が楽しみながら環境との関わり合いを持つこと
ができる場づくりを進めます。

32
経済建設
委員会

P67
第5章-1「リーディン
グプロジェクトの考
え方」

リーディングプロジェクトと福祉や産業等
の他分野の取組との関係を表す図中で、
リーディングプロジェクトごとに関連する
分野が限定されているように記載されてい
るが、リーディングプロジェクトはそれぞ
れが他の全ての分野につながっているので
はないか。

ご意見のとおり、リーディングプロジェクトは、それ
ぞれが他の全ての分野と関連するのものであることを
示すよう、図を修正します。

P67
第5章-1

リーディングプロジェクトについて、それぞれが他の全ての分野と関連
することを示すよう、図を修正。

33
経済建設
委員会

P68～76
第5章-2「リーディン
グプロジェクト」

リーディングプロジェクトの進行管理につ
いて、KPIを設定するか、参照すべきKPIが
記載されている箇所がわかるようにしてい
ただきたい。

ご意見を受け、各リーディングプロジェクトに、第3
章で掲げた代表指標およびモニター指標のうち、関連
する指標を掲載するよう修正します。

P68～76
各リーディングプロジェクトに、第3章で掲げた代表指標およびモニター
指標のうち関連する指標を掲載。

34
経済建設
委員会

P71～72
第5章-2「リーディン
グプロジェクト」
（2）生活環境

食品ロス削減をどのように働きかけていく
のかについて、もう少し説明を加えるべき
ではないか。

食品ロス削減については、食育や環境教育を通じての
普及啓発も効果的であると考えています。
ご意見を受け、環境教育や食育の分野でも働きかけを
行うことを示すよう修正します。

P71
第5章-2（1）
背景・目的

（修正前）
本市においても、家庭系食品ロス量削減に向けては市民等への啓発を、
事業系食品ロス量削減に向けては、食品の生産・製造・販売等に係る事
業者と消費者をつなぐ取組を行うことで、地域福祉の向上にもつながる
食品ロス対策を推進します。
（修正後）
本市においても、家庭系食品ロス量削減に向けては市民等への啓発を、
事業系食品ロス量削減に向けては、食品の生産・製造・販売等に係る事
業者と消費者をつなぐ取組を行うとともに、食育や食品ロス対策に関す
る環境教育の充実等により、地域福祉の向上にもつながる食品ロス対策
を推進します。

35
経済建設
委員会

P76
第5章-2「リーディン
グプロジェクト」
（4）コミュニティ

いこまSDGsアクションネットワークのコラ
ムの図中の文字が小さく見づらい。

ご意見を受け、文字を大きく加工します。
P76
第5章-2（4）
市の取組紹介

図中の文字を大きく加工。
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